
温､

苧子息嘗+緑L櫓



大江 健三郎さん
(九条の 会呼びか け人 ､

1 9 9 4 年ノ ー ベ ル 文学賞受賞)

九条 の会呼びか け人 ｡
1 9 3 5 年 生 ､ 愛媛 黒出身 , 東 京 大 学文学

部 フ ラ ン ス 文 学科卒｡ 大学在学中の1 9 5 8 年 ､ ｢飼育｣ に よ り 当時

最年少の 2 3 歳で 芥 川貴 を受賞｡ 1 9 9 4 年 ､ ノーベ ル 文学貴｡
2 0 0 4 年 に は ､ 憲法 九条 の戦争放棄 の王璧怠 を守 る こ と を 目的 と

して ､ 井上 ひ さ し ､ 力日産周一､ 琵 貝倭輔 ら と と も に九条の会 を結

成 し､ 全国各地 で講演活動 を して い る ｡

2 0 1 1 年 の 粟 日本大震災 の福島第一原子力発電所事故 の あ と ､

｢ さ よ な ら原発1 0 0 0 万人署名｣ を呼びか け る ｡

荒川知子と
ファミリ ー

アンサンブル

荒fLj誠子 は千質 帯出 貴 )
ダウ ン 遥の 揮害を手与っ て 生 引 一家 L ノ た ｡ 千 変市声げ甘∬■｣ 支 廷芋

潤 ( た / しぼぼ学輯〉で学 び ､ 中学校 から仙と) に 転G √､ い ずみ養護 芋痙 の 試写部
･

宇撒 科を幸美 ｡

現在 ､
†J 慮 而与堰 毒蒜 に ある 作業市 r すて い じ仙台J で ケーキや フ･ン キーを 作っ て fL

■

書

なが らJ 玲 Il邦 子と フ ァ ミ リーア ン サ ン プルJ と して､:巨国各 地で 宗責ユ主動を 続け て い ま す､
.

フ■ノ, ミ リーは ､ 父 ･ 笹 禿はフ ルート ､ 司 ■ 寺子は ピア ノ雫田 ､ 兄 ･チ訓 卜洋は 新日木 フ ィル ハ一
千 ニー交監禁出の 邑罵フ ルート黍･召 ､ 元き貢の 荒J l岩戸三望弔 宣子 エ ロ 裏毛の 声真一二束っ
荒川知 子は ､ 功少 の頃か ら苗餐に斉顆しみ ､ 与引こリコーダーでその才歳 を発揮し コ ン サー
トで ほ笑巧 ともに 美 しい 苫きを三-5■さん に 巧ん で償 い て い ます っ ⊂D ｢ イーハ トープ ウ イン ズ｣
｢ あ りがと うの 言7 業j ( コ 仁 ン ビア) で ｢ 窒の:副 を額 払 ⊂D r みん な し あわ せj ､ ⊂D ｢ し

あ わせ の 7こね】 な発売 し, 全国 で 大空 な好評を博して い 芸す ､ J

荒メ
■

脛庁牒 ､ 芸ぷ 禦宍 胃募金 会 告 い∃∃霞男 正大侵j として ､ 束た訂′葱買入 T≡市 ｢ L あ
わ せの親 汚大使1 と して 長礪 を 受け ､ 全国;喜動をし て い ます.｡
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j 憲 法 9 条 を読 み あ い ま しょう
l < 第2 章 戦 争放棄>
⊇
第9 粂 l ㈲ 可民は ､ 正 義と秩け逐 基 調とする拘 際-ヤ和

を誠実に 希求L ､ 国 健 の 発 動た る戦 争と､ 武ブJ に

よる威嚇 又は武力の 祈使は ､ 国際 紛争を解決する

手段として は ､ 永久に こ れを放棄する｡

2 11年項 の 日的 を達 す るため ､ 陸海 空帰 その 他 の

戦 力は ､ こ れを保持しな い.･. 国
の 交戦 権は､

これ

を■忍めな い .
｡

6 地域九条の 会 ･ 9 条そまもる 臨機者の 会 ､ 9 集を守 る 如稽の 会 ･ 滞礫北 憲法九条そ
'

守る 会 ･ 愛子 九条の 会 ･ 荒巻 九条の 会準備 会 楢 葉【ヰ荒 凱 荒町 ･ 連坊地域 ｢ 九条の 会｣ ､ 石巻 9 暴の 会 い ずみ 中山九条を考え る会 . 巣ハトーク タウ ン′旗 の 台 ､ 東隣院 九条の 会 ､

嵐病院友の 会ノし条の 全車備 会 ､ 泉ビ レ 7 シ 九条の 会( 堰侮会) ､ 岩沼ナL渠 の 会 順 机 軍備会 ･ 若iβ女性九条の 会 ､ う たご え九条の 金 浦 鯵｣ り 秦の 会 ･ 大河原′L秦の 全 ･ 大崎健康 福祉友の 会r 九 如 ) 会j ･ 大i尺 9 条J ) 会 ､ 沖野r 九長の 会｣ ､ 狛 ‖町 ▲ 9 条の 全 ､ 鈎窮地域 九 如 ) 会 ､

郎 】憲法九 卸) 会 ･ 片 平九 如 ) 会 ､ 鹿 野･ 長町 9 乗 の 金華鮪会 ･ 上 捌 L 如 ) 会 ･ 九条を帥る 会( ヒ符刈) ･ 九条 モ寸る 向喝台学区の 会 ･ 細 九条の 全速格会 個 見九条 の 会準 備会 ･ く りこ ま九 射〉会 ･ 題惚九条の 会 ､ 憲法九条そ守る 首艮の 会 ･ 書法九 条( 戦争放や = ′＼軒 矧亘の 会 ､

露法 九羞将監の 会､ ♯iよ9 条 そ守 る 多貿城西の 会 ､ こ ごた 九条の 会 ､ 金殿沢 九繁の 会 警備 会( 太白区 細 厭) ､ 撞 ヶ f こ ‖l平 r 九条を･ ･
■

柑 会｣ ･ 塩釜 ほ 体) 九農の 会 ･ 柴田 9 案を守る 会 ･ しばた 協同 ク ･トニ ㌧ ク ▲ あおぞら 9 蚤の 会 ､ 白石寺テよ九条 を勺 る会 ､ 生 馴 庵 九条の 会 ､

生 馴 腐 九条の 会 ､ 西部九条の 会準惰 会( 甘 簾区欒 ナ 臥 仙台駅 東9 条の 会 ､ 仙台 即i 憲子よ九条 の 会 ､ 仙台粒t宣教■貝九築の 会 ､ 仙南笥爛持 九 卸 J 会 ･ 太白 9 条の 会華憺会 1 高砂九条の 会 ､ 多謝嬬 9 射 り会 ､ 生活 り 如 会 ､ 乳鍛吉保 育爾九 条の 会 ､ つ ばき蕎局 九 如 ) 会 ､

や ナ 谷地域9 如 〉会 ･ 築北女性弁護ヒ九条の 会 ･ 剰ヒ大学9 如 ) 会 ･ と み や 9 条の 会 ､ 中田 九対乃 会〔準備会) ･ 中新 田民主病院九条の 会 ､ 艮町病院′L 条の 会 ､ 長町棋院友の 会九 条の 会 ､ 細 九条の 会､ 錦町診 卵子九条の 余 ､ 年 金苫九条の 会 ､ 八 補九条の 会準備 会 ､ 八 本松 ▲

会､ マ ス コ ミ 九条の 舎 ､ 把潟Ⅸ壊生協9 粂の 会 ､

九条ゾ ′三∴ .
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